
８
月
号

塾
だ
よ
り
発行
2021.7.22
編集
山口学習塾

山口将志
樋口淳一
矢田力椰

今月号のトピックス
・夏の受験生の勉強時間

・通知表の重要性

・できると思えばできる

・本の紹介コーナー

夏の受験生の勉強時間
中学３年生は夏期講習中は以下の時間で塾に来て勉
強してください。

◎学習時間…午前10:00~午後6:40
(帰宅後ご自宅で２時間程度の学習をお願い致しま

す。)
◎休憩時間…（昼１時間）
昼休憩は13:10~14:10で合わせてください。

※演習日は予定表に書いてある時間で行います。

通知表の重要性

１学期も終わり、多くの生徒が塾にも通知表の報告をしてくれていま
す。過去にも記事にしています通知表の重要性を今年もお伝えいたしま
す。
今年も三年生を中心に大きく伸ばしてくれた生徒がたくさんいました。

ただ山口学習塾の毎年の傾向なのか「国・数・英・理・社」以外の成績
があまり良くない生徒が結構います・・・。「国・数・英・理・社」の
成績と「保体・美・音・技家」の成績は、公立高校受験では全く同じ評
価がされます。数学の４も、音楽の４も同じ４点となるのです。「９教
科」の成績がどれくらい重要なのかを今年も説明させていただきます。
近所の川越南高校を例にとってみます。川越南高校は我々が過去の

データからとった内申点の目安としては、１年生３５、２年生３６、３
年生３７ほどの生徒たちが受験していく学校です。
そして、川越南高校の通知表の計算式は、１年×１、２年×１、３年

×３となっています。つまり、上記の成績をとった生徒の通知表での合
計点は３５×１＋３６×１＋３７×３＝１８２となります。この１８２
点が当日の試験でとった点数に加算されていきます。
例えば、１年３０、２年３２、３年３４の通知表をとった生徒では３

０×１＋３２×１＋３４×３＝１６４となりますので、先ほどの生徒と
比べて、試験当日までにすでに１８点差がついてしまうことになるので
す。
出来るだけハンデをなくすためにも、逆に周りに差をつけるためにも、

ぜひ９教科の通知表を意識して欲しいと思います。
テスト勉強も非常に大事ですが、日々の授業態度や提出物も大きく通

知表には影響します。通知表に影響すると言うことは、受験に影響する
と言うことなのです。
１学期の成績は決まってしまいましたが、高校受験で使用される成績

は１年間の総合の成績だけです。今回、悪かった部分も２学期、３学期
で十分に取り返せます。（３年生は２学期までですので、必死に取り返
しましょう。）２学期が始まりましたら、９教科すべての授業を全員が
しっかりした態度で受けて欲しいと思います。
一方で、受験生は、１，２年生の通知表があまり良くなかったから

と言って志望校をあきらめる必要はありません。通知表の不利を取り返
すだけの実力を、この夏休みから本番までの間で必死に取り返せば、通
知表の差は十分に逆転できます。常に上を目指して努力しましょう！！



できると思えばできる

７月１日（木）から中学３年生は受験勉強が始まりました。ここ
から志望校に向け努力を重ねていくわけですが、皆さん、現段階で
の北辰テストの結果を気にしすぎているという傾向があるように思
います。保護者様との面談でもお伝えしていますが、北辰テストの
対策（入試対策）をほとんどしていないこの時期、結果が出ていな
くても我々はほとんど気にしていません。この夏の努力によって、
その結果は大きく変わる可能性が高いからです。むしろ、我々がこ
の時点で気にしていることは、皆さんがこの夏にどれだけ努力を積
んでくれるか、どれだけ粘ってくれるかという点です。
受験生の多くが現段階で、志望校に対して「〇〇高校に入れれば

いいなぁ。」と思っているかもしれません。そして、現段階の北辰
テストの結果を見て、自分には「無理だ」、そう思っているかもし
れません。あるいは、志望校に合格できるように「なりたい」、と
思っている受験生もたくさんいると思います。しかし、どれだけ
「無理だ」と思おうが、どれだけ「なりたい」と思おうが合格に近
づくことはありません。合格に近づくには「やる」以外に方法はあ
りません。目の前にある課題をとにかく「やる」。没頭するくらい、
のめり込むくらい目の前の課題をひたすら「やる」。一か月後、半
年先の事をいつまでも考えていても仕方ありません。大切なのは今
日一日をどれだけ頑張り抜けるかです。もし自分に自信がなくて、
できない、無理だと思ってしまう人は、とりあえず今日一日を頑張
り抜いてみてください。まずはそこから始まります。「自分にはで
きる。」そう思い込んで目の前の課題をひたすらこなしてみてくだ
さい。それができれば８月が終わる頃には今とは違う自分がそこに
いるはずです。

「できると思えばできる、できないと思えばできない。これは、
ゆるぎない絶対的な法則である。」パブロ・ピカソ

この言葉は今、受験生が勉強をしているB教室とC教室のトイレの
壁に貼ってあります。これからの長い受験勉強の間、くじけてしま
いそうになったり、諦めてしまいそうになったときに気分転換に見
に行ってみてください。 (樋口)

本の紹介コーナー 飲茶『哲学的な何か、あと科学とか』

「ネコ、あるいは神と和解せよ」
突然ですが皆さん、猫は好きですか？私は大好きです。しかし

飼ってはいないので、いつも空想上の三毛猫と戯れています。非常
に愛らしいのですが、時たまパソオンのマエを横切るのでふ。あ、
また誤字をしてしまいました、これも猫のせいですね。
さて、冗談はさておいて、実は約百年前に、空想の猫を使って恐

ろしい実験を考えた人がいました。オーストリア出身の物理学者、
シュレディンガーという人物です。彼はその思考実験「シュレディ
ンガーの猫」に名を残しています。インパクトのある実験なので聞
いたことのある人も多いのではないでしょうか。
この実験は、電子や光などの非常に小さいミクロな世界を、目に

見えるマクロな世界に持ってきた実験です。実はミクロな世界の物
質(例えば電子)は複数の場所に同時に存在することができると、
様々な実験結果から導き出されました。ミクロな世界が複数の可能
性で重なり合ってできているのなら、小さなものから構成されてい
る我々の世界も色々な可能性が重なっているよね、という思考実験
が「シュレディンガーの猫」です。この実験では、猫の生と死が箱
の中で重なっているものと考えられます。死んでいると同時に生き
ている、みたいな感じです。
理解できたでしょうか。おそらく難しいのではないかなと思いま

す。難解な思考実験ですし、筆者の説明能力もいまいちです。そし
て何より、複数の場所に同時に存在するなんてありえないと思いま
すよね。可能性で性質が決定されるという考えは、なかなか受け入
れられにくいもので、アインシュタインも「神はサイコロを振らな
い」という言葉を残しました。
飲茶 著『哲学的な何か、あと科学とか』はそんな「科学的な正し

さ」が揺らぐような出来事を書いた本です。超能力を観測したとか、
魔法が使えるようになったとかそういうことではなく、理性的に考
えていったら行き詰ってしまった、というような話がいくつか書か
れています。人間の叡智の一端に触れられる本です。お手に取って
みてはいかがでせうか。 (サポーター大崎)


